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喫煙歴のある頭頸部および胃がん患者における診断後の

喫煙状況と禁煙に関する意識
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目的　がんと診断された喫煙者の，がん診断後の喫煙状況と禁煙サポートに対するニーズを把握

すること。

方法　大阪府立成人病センターで1994年に胃がんと診断された患者および1992～94年に口腔，咽

頭，喉頭がんと診断された患者（以下耳鼻科患者と呼ぶ）のうち，診断時喫煙者および過去

喫煙者であった男性患者344人に対し，診断から1年6ヵ月以上経過した時点（以下治療後

という）で，記名自記式の郵送法によるアンケート調査を行い，282人（72.1％）から回答

を得た。

成績　1.　回答者のうち診断時喫煙者は164人で，このうち59人は治療後も喫煙を継続していた。

　2.　診断時喫煙者が治療後も喫煙を継続した割合は，胃がん患者（52.9％）が，耳鼻科患

者（24.0％）に比べ有意に高かった（p＜0.01）。また，治療後喫煙継続者の割合は，診断時

年齢が50歳から59歳で最も高かった。

　3.　がんと診断された後に禁煙した105人について禁煙を開始した時期を見ると，83人

（79.0％）が診断から6ヵ月未満の間に禁煙を開始していた。

　4.　喫煙継続者59人のうち，29人（49.1％）はがん診断時点で喫煙本数が1日30本以上で

あったが，診断後この割合は10人（16.9％）に有意に減少していた（p＜0.01）。

　5.　治療後喫煙者60人のうち，「禁煙準備期」に該当していた者16人を含め，50人

（83.3％）が禁煙することに関心を示し，36人（60.0％）が何らかの禁煙サポートを望んで

いた。サポートの形式別では集団形式を望む者が多く，禁煙サポートヘの参加条件には日程

をあげる者が多かった。

結論　がんと診断された男性喫煙患者の36％は，治療後もなお喫煙を継続していた。この割合

は，がんの部位，診断時年齢によって異なっていた。診断時喫煙者で治療後禁煙した者の約

8割は，診断から6ヵ月未満の間に禁煙を開始していた。喫煙継続者の約8割が，禁煙に関

心があると答え，喫煙者の6割が，何らかの禁煙サポートを希望していた。二次がんの発生

や再発予防と予後改善のために，病院での禁煙指導をがん患者にも拡げていく必要がある。
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